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6尽からの康弘示
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.の一方では合代ぞ
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圃祖国
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『日本稿薮刊行90年贋

軍ヨ
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け工縛利三郎治" 4'! 
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いう写真集金H奮を

刊行しまし'c.内容
IHHlの代噂仏像
をはじ的生は'!'0-寺

(若手間匹) 同町は自作石仏縁{大分県"わ

と刊附写真叩剖醐山、.す.

展示では『日本側.，から湿ん，!~~怠のプ

') ;〆ト M句"の印刷物jI !~. t-紹介"す.

E3 
二三三三戸目

理・ー

6月5回全-71'126日E

ぉε..

国・剛】 午前9崎司降、午後5時(入鎗は‘.，まで)

"本館81月間個別 後日の豊岡(1!!ヨ H羽開催翌lll1険休館)
【観覧洞l 大人5ω円/‘校 入学生.~同/イ 中学生

1併)!'J.

組出制1"
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老 人保健法の医療制度

間保織に肌している"既山山臥保健脚醐町松山す

との制oa医.の開始自は "障の"'主月の翌月 b'~ると"'ます. ただい E隼因。 1 固め人

隠 そ(1)Bb'らでT.70歳の抱隼月(轟隼日が1自の^" その前月)じ拠出置を郡送しますの
で居をましたEう李鵬きをしてくださ仙町田肌四歳時同庁附定める聞の

陣曹の状懇にあり市俣の忽定を受けた人b この制度の対象者とた与0.. 認定を受げ"人の医
問回以臨月の聞からと問問.間し闘が1白山そ即日，

• r敏舎で..る程E置の・・@貌単J，ある人とほ
次の項目iめではまる人です

1隊筈j‘礎年盆 1" 2M 

(t身体陽書智子帳 H ・
")~身体障嘗禽 T帳 4 債の次の項 "

.声慢. 冒Z杏織aをまたはそし。 〈提定に暑しい

.省Hfする人

酉"
1 }"肢のF闘の2分のl以上で欠〈人

"較の個展範の.しい降符を j，する人

‘，ffl'"f""A 
~鱗?・ AHlffl保髄樋世.領， ，・
.笹川四!II'~f(\IfI:.r..:勺ても酬保険叫

引怠緩急.入する必妻があ町ます.

.鎌倉受げたときは 術院等ごとに次のー箇負組金

て" 肉己負僧と会り愛す.

こん怒ときl志申請を
.，宮町何度線第際線住.に属する人

入院吋酬の一副町'"につ叩"入

院日向日を組えると'"にっさ問再度問

必要?寸"誕軍:されます

..に必.忽もl!)"""'量制健保険...区感受.積極 平

成'"年 1111111;1."，"!也人きれた置."前住所亀発行

のH 全闘の相岨明司F混同刊 ，""陣例
割以仁入院している人，，.月以蹄の術院等の領収.

印震

・人工還訴治..行う..のある.煙:JI不盆理~1tt;c!ID
友鋼l!)i泊，をしている人

‘向能等ごとに，弘う通院または入院のーo:llfl!1住
{食事代の部負担を給()t iI!鋼一邸負肉食の合併割

11， 1 t月につき 1万円が限度とな旬玄す.
帽に必要闘の刷保刷院制肘僅"

-・の黛見寄印割E

・岨凪軸を醐している市町村聞珊拙樽

に周する人

同甜臨時岬111 1日以降1:toA.o'tl1.佐

和措酬闘争rの醐舗の帥臨時印鑑

こん怒とき[~届出を

.受iI"li!!でヲがをしをA領縄返の医.で治・する人

眉幽Z必..もの ・.. 拠1最険..，包療受給符車交
通事散証明書印区

-加入している聞峨咽閥抗人

扇町膏肺門しい輔保険笹開制

誕

{問い合わぜl市役所高働者福祉課へ。

m山川|胎
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! たてわり保育泊、5
(年上の子除年下の子に)

. ._---ーーー 凶ー圃...健司書で遁切でいて

「これ どうしてし、いか

むかるヲJ小さい字がして
いるの篭じコと買守，..

s rそうそうじ4う，
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-闘の崎司摩していて
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日| 細山~"

-田明日時相
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